
「最も影響を受ける場合」として、放水地点の周辺海域を利用する頻度が高い人で評価。

放射線影響評価の方法

 国際原子力機関（IAEA）の安全基準文書、ICRPの勧告に従い、実施しました。

ICRPで示された「標準的な動植物」から、周辺に広く生息・分布する『扁平魚』、『カニ』、『褐藻類』で評価。

海水に含まれる
放射性物質

人に対する影響評価

動植物に関する影響評価

経 路

経路と生活習慣など

船体（船上）・網作業(船上・陸上)遊泳・潜水作業 砂浜(陸上)海産物の摂取

海産物※を平均的に摂取する個人の摂取量（グラム/日）

魚類 無脊椎動物 海藻類

成人 190 62 52

幼児 97 31 26

乳児 39 12 10

魚類 無脊椎動物 海藻類

成人 58 10 11

幼児 29 5.1 5.3

乳児 12 2.0 2.1

海産物※を多く摂取する個人の摂取量（グラム/日）

（参考）扁平魚：周辺海域にヒラメ・カレイ類が広く生息しており、重要な操業対象魚
カ ニ：周辺海域にヒラツメガニやガザミなどが広く生息
褐藻類：周辺海域にホンダワラ類やアラメが広く分布
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年間96時間
遊泳

海産物を平均
的に摂取する
人と、多く摂取
する人の以下
２種類を設定

海岸に年間
500時間
滞在

年間2,880時間（120日）
船で海上に滞在し、
うち1,920時間（80日）は
網の近くで作業

体内に移行した
放射性物質

+ + +

海底土

※ 魚類は加工品を含む、無脊椎動物はイカ、タコ、エビ、カニ、貝など


